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概要 

本書は『日本のシェイクスピア』の改訂新版で内容を刷新したものである。単に研究書

等の書名を紹介するだけでなく、現物の確認の結果として目次とページ数も明示した。ま

た、必要に応じて短評を加えた。学術雑誌では『英語青年』『英文学研究』からシェイク

スピアに関する論文を取り上げ、「SHAKESPEARE STUDIES』 ,『SHAKESPEARE WORLDWIDE』 ,

『シェイクスピアリアーナ』『the Globe』については目次とページ数を明示した。  

 「NHK のシェイクスピア(放送記録)編」は、これまでの書誌とは異なり、書籍だけでな

く、映像も資料として加えた。放送記録から BBC シェイクスピアだけではなく、シェイク

スピア映画、舞台録画などの放送記録をまとめたものである。(A5) 

 社会的評価としては次のような経緯がある。なお、本書の出版により『日本経済新聞』

（平成 2 年 5 月 9 日）の文化面にて本書の出版経緯について文章を寄稿した。さらに、『産

経新聞』（平成 2 年 5 月 25 日）、『図書新聞』（平成 2 年 7 月 21 日）で書評。『英語青

年』（平成 2 年 8 月 1 日）の「編集後記」でも紹介された。本書は高橋康也他編『研究社

シェイクスピア辞典』（研究社、平成 12 年 11 月）の「文献解題」の「X.日本におけるシ

ェイクスピア受容」の 2）にランクされ、書誌情報の重要性を認められた。また、松岡和
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子訳のちくま文庫『シェイクスピア全集』（筑摩書房）の上演年表では参考資料として冒

頭に取り上げられている。 

 「KURITA カンパニー・りゅーとぴあ公演『テンペスト』を観る方、観た方」（県立新

潟女子短期大学図書館所蔵の関連資料、平成１９年７月）として、「学習院大学図書館資

料探し」のツールリスト（特定主題を探す）の「個人書誌」の項目で取り上げられる。（イ

ンターネットで公開）／佐野昭子「日本における『ロミオとジュリエット』」（『帝京大

学文学部紀要―米英言語文化』第 37 号、平成 18 年度）で引用される。 


